令和７年度　愛媛県中学選抜団体卓球大会
兼 全国・四国選抜卓球大会県予選会
１　主　催　　　　一般社団法人愛媛県卓球協会
２　後　援　　　　愛媛県教育委員会(申請中)
３　式次第　　　　【開会式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　【閉会式】
　　　　　　　　　　①　選手整列　　　　　　　　　　　　　　　　　①　選手整列

　　　　　　　　　　②　開会宣言　　　　　　　　　　　　　　　　　②　開会宣言

　　　　　　　　　　③　挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　成績発表
④　競技上の注意　　　　　　　　　　　　　　　④　表彰

　　　　　　　　　　⑤　閉会宣言　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　閉会宣言　

５　審判上及び競技上の諸注意　　
(1)　現行の日本卓球ルールと大会要項を適用する。(全国中学選抜団体卓球大会方式 ４Ｓ１Ｗ)
　　 　次頁の留意事項を確認すること。(監督会議にて説明します。)　

　(2)　使用球は、公認球の４０㎜プラスチックホワイトボールとする。但し、本部で準備するのはNittaku（抗菌球）とする。
　(3)  試合は団体戦のみとし、第１ステージ、第２ステージ方式で行う。

ア　第１ステージは、各地区１校(計３校)による８グループ(Ａ～Ｈ)を編成し、予選リーグ戦を行う。

イ　第２ステージは、各予選リーグ戦１位の８校を２つのグループ(Ｘグループ…Ａ～Ｄの１位校，Ｙグループ…Ｅ～Ｈの１位校)に分け、リーグ戦を行い、両リーグ１位校同士の対戦により、優勝、準優勝を、２位校同士の対戦により、３位、４位(四国選抜出場のための順位)を決定する。また、四国選抜への出場校選考の関係で、両リーグ３位校同士の対戦を行う場合がある。

ウ　第1ステージ及び第２ステージともに３点先取をもって、勝ちとする。試合進行上、勝敗が決定した時点で直ちに試合をやめること。また、勝ったチームのキャプテンは試合結果の記録用紙を、直ちに本部に提出すること。
(4)  ベンチ入りは、監督１名、選手６～８名、登録をしたアドバイザー1名のみとする。但し、アドバイザーについては高校生以下の生徒は認めない。若番のチームが、ステージに向かって左側に入ること。また、抗議権は監督のみ有する。審判は相互審判で行い、１、３、５番手の主審を若番のチームが行うこと。
(㊟当日、選手が６名に満たない場合はオープン参加となります。)
(5)　 選手・監督・アドバイザーは令和７年度(公財)日本卓球協会に登録されたものであり、選手はユニホームを着用し、指定のゼッケンを使用すること。監督・アドバイザーは、指定の役職者章を左袖につけること。

(6)　第１ステージ、第２ステージともに試合は原則として２コートを使用して行う。ただし進行状況により３コート以上を使用する場合がある。
(7)　開会式前の公式練習は実施する（１５分間）。予選リーグ戦を行う指定されたコートでの練習とする。また、負けたチームどうしの練習試合は行わない。

(8)　タイムアウト制は、第１ステージ、第２ステージともに適用する。複数台を使用している試合では、アドバイザーもタイムアウトを要求できる。（１台だけを使用している試合では、アドバイザーは要求できない。）
６  表彰について

優勝チームに優勝旗（持ち回り)、男女各第３位(ベスト４)までに賞状
７  その他の諸注意

　(1)　会場フロア内は室内シューズを使用してください。また、会場フロア内での飲食は厳禁です。
　(2)　大会中の事故については、責任を負いません。疾病・負傷などの処置は各校でお願いします。
(3)　昼食時間は特別に取りません。また、昼食等のごみは必ず持ち帰るようにしてください。
(4)　貴重品その他の所持品は、各自で責任を持って管理してください。

(5)  本大会の優勝チームには、令和８年３月２８日(土)、２９日(日)に静岡県浜松アリーナで行われる第２７回全国中学選抜卓球大会への出場資格が与えられます。また、第３位までに入った４チームには、令和８年３月８日(日)に徳島県鳴門アミノバリューホールで行われる第２４回四国中学校選抜卓球大会への出場資格が与えられます。出場資格を得ても諸事情等により参加できない場合は、事前に御連絡ください。締切日の関係で本大会終了後、会場にて申し込み等の手続きを行いますのでよろしくお願いします。
【留意事項】
１　マナーについて

(1)  あいさつは、試合開始前・試合終了後に、きちんと「礼」をしてください。特に、監督の先生及びアドバイザーの方には、指導者として品位と節度ある言動をとられることを、強く希望します。
(2)  タオル使用はサービス６本ごと、およびファイナルゲームの片方の選手が最初に５ポイントとったとき以外は認められません。また、ボールを拾う等の動作に合わせて、故意の引き伸ばしと見られる行動は行わないでください。

(3)　会場内でのフラッシュを使用しての写真撮影、ライトを使用してのビデオ撮影は禁止しています。保護者の方等への徹底をお願いします。

２  サービスについて

(1)　２本交代、オープンハンドサービスを厳守してください。

(2)  サービスを出す際は、いったん静止し、ボールを明らかに16ｃｍ以上、ほぼ垂直に上げ、落下する途中
を打ってください。サービスが開始されてから、ボールが打たれるまでの間、ボールは常にプレイイングサーフェスよりも高い位置（コートの高さより上方）でかつエンドラインの後方になければなりません。またその間、サーバーまたはパートナーの体の一部または着用している物でボールがレシーバーから隠れない(常にレシーバーに明らかに見える)ように気を付けてください。

(3)　本大会は相互審判のため、疑わしいサービスについては、警告→失点として扱います。

３  アドバイスについて

(1)　選手がアドバイスを受けることができるのはゲーム間の１分以内の休憩時間やタイムアウトの要求が認められたときとします。このとき、選手はプレー領域の３ｍ以内にとどまらなければなりません。また、アドバイス時はラケットを台の上に置いておくようにしてください。
(2)  マッチ開始直前（２分間）の練習の後はアドバイスを受けることはできません。また、いかなる場合にも、マッチ中はベンチ外からの声やジェスチャー・サイン等で指示・アドバイスを受けてはいけません。
４  接着剤の使用について

(1)　現在許可されている接着剤を使用してください。

(2)　会場や会場周辺での接着剤の使用は禁止します。必要な場合は本部が指示した場所で使用してください。

５  ラバー・ラケットについて

(1)　ラケットは「JTTAマーク」とメーカー名が入っていることを確認してください。入っていない場合は審判長の許可を事前に得てください。
(2)　ラバーは「ITTFマーク」が入っていることを確認してください。ただし、現在認められているものに限ります。ラバーの状態によっては、試合に影響がでると審判長が判断した場合、試合での使用は認められなくなります。

(3)  疑わしいものについては審判長が最終判断します。まぎらわしいものについては試合進行に支障がないように事前に審判長までご持参ください。すぐに直せないものや進行に支障をきたすような場合については使用できなくなりますのでご注意ください。なお、試合コートに入ってしまうと試合コートを離れられないので、ラバーの張替等はできません。自分のラケットが使用できない場合、他の選手のラケットを借りて試合を行うことは可能です。違反等のないように十分なご指導をお願いします。
６  抗議について
(1)　団体戦においてはチームの監督のみ権利があります。アドバイザーには抗議権はありません。
(2)　事実の判定（エッジかアウトか等）については、抗議できません。

(3)　不明な点が生じた場合は、試合を中断して本部に連絡してください。本部で協議のうえ決定します。なお、カウンターをめくった後に試合を続行した場合、後戻りをしての得点の変更はできません。

７  促進ルールについて

ゲーム開始後10分が経過し、両方の競技者または組のポイントスコアの合計が18ポイントに達していない場
合には、促進ルールが適用されます。また、両方の競技者または組から要請があったときには、いつでも促進ルールが適用されます。促進ルールが適用された場合、そのマッチの残りゲームは促進ルールで行われます。
